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響
を
も
た
ら
し
ま
す
。
地
域
活
性

化
の
た
め
、
地
域
公
共
交
通
の
維

持
確
保
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
実
績
が
少
な
い

公
共
交
通
の
見
直
し
に
着
手

新
宮
市
で
は
平
成
30
年
度
よ
り

公
共
交
通
の
再
編
に
着
手
し
、
現

状
調
査
な
ど
を
実
施
。
バ
ス
や
タ

ク
シ
ー
事
業
者
な
ど
関
係
機
関
と

の
協
議
や
意
見
交
換
を
実
施
す
る

中
、
ま
ず
は
交
通
不
便
地
域
で
あ

る
山
間
部
の
熊
野
川
町
か
ら
再
編

に
取
り
掛
か
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

熊
野
川
町
は
市
北
部
に
位
置
す

る
山
間
地
で
、
面
積
も
広
く
、
集

落
が
点
在
す
る
地
域
で
す
。
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
導
入
前
の
公
共
交

通
事
情
は
国
道
１
６
８
号
線
を
民

間
バ
ス
事
業
者
の
幹
線
路
線
バ
ス

が
運
行
す
る
ほ
か
、
幹
線
に
接
続

す
る
支
線
路
線
バ
ス
、
行
政
バ
ス

な
ど
複
数
の
交
通
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
バ
ス
は
「
空
気
を
運

ん
で
い
る
」
と
言
っ
た
厳
し
い
ご

意
見
を
い
た
だ
く
ほ
ど
、
利
用
実

績
が
少
な
い
状
況
で
し
た
。
熊
野

川
町
日
足
地
区
に
は
行
政
局
、
診

療
所
、
商
業
施
設
な
ど
が
あ
り
、

熊
野
川
町
民
の
日
常
生
活
の
拠
点

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
通
学
通
院
、

90
％
以
上
を
占
め
る
山
間
地
域
に

農
村
部
が
点
在
し
て
い
る
地
域
で

す
。
平
成
16
年
７
月
に
は
紀
伊
山

地
の
霊
場
と
参
詣
道
と
し
て
世
界

遺
産
に
も
登
録
さ
れ
、
観
光
客
、

と
り
わ
け
訪
日
外
国
人
旅
行
者
に

人
気
の
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ

る
木
材
産
業
の
衰
退
や
大
手
企
業

の
撤
退
な
ど
も
あ
り
、
人
口
減
少

や
高
齢
化
が
進
行
し
、
特
に
山
間

部
で
は
そ
の
傾
向
が
顕
著
な
地
域

で
す
。

再
編
に
至
っ
た
経
緯
で
す
が
、

日
本
全
体
と
し
て
も
人
口
減
少
、

高
齢
化
社
会
は
進
み
、
高
齢
者
の

免
許
返
納
の
増
加
、
運
転
手
不
足

の
深
刻
化
、
ま
た
社
会
情
勢
の
変

化
に
よ
る
公
的
負
担
の
増
加
な
ど
、

公
共
交
通
の
維
持
確
保
は
容
易
で

は
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
地
域
公
共
交
通
の
維
持
確

保
は
交
通
分
野
の
課
題
の
み
に
と

ど
ま
ら
ず
、
ま
ち
づ
く
り
や
観
光

振
興
、
さ
ら
に
は
健
康
福
祉
、
教

育
な
ど
様
々
な
分
野
に
大
き
な
影

ま
ず
、
新
宮
市
の
概
要
と
再
編

に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
簡
単

に
ご
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。本

市
は
平
成
17
年
10
月
に
旧
新

宮
市
と
旧
熊
野
川
町
が
合
併
し
、

新
市
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

海
岸
沿
い
の
平
地
に
は
人
口
の

94
％
が
居
住
す
る
市
街
地
が
帯
状

に
広
が
っ
て
お
り
、
地
域
面
積
の

人
口
減
や
高
齢
化
、
過
疎
化
で
、
公
共
交
通
の
充
実
を
求
め
る
要

望
が
県
下
各
地
で
聞
か
れ
ま
す
。
新
宮
市
で
は
、
熊
野
川
町
の
公
共

交
通
体
系
の
見
直
し
を
行
う
中
で
、
地
域
住
民
の
声
を
聴
き
な
が
ら

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
導
入
し
ま
し
た
。「
第
12
回
わ
か
や
ま
住
民
要

求
研
究
集
会
」
第
３
分
科
会
で
の
報
告
か
ら
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
報

告
者
は
新
宮
市
企
画
調
整
課
の
竹
内
係
長
と
塚
主
事
で
す
。
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約
半
数
（
52
％
）
の
方
に
回
答
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
路
線

バ
ス
利
用
者
は
全
体
の
１
割
強
に

と
ど
ま
り
、
主
な
移
動
手
段
は
自

家
用
車
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
路

線
バ
ス
の
主
な
利
用
者
や
目
的
は
、

高
齢
者
の
通
院
や
学
生
の
通
学
で
、

そ
れ
以
外
の
利
用
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
路
線
バ
ス
を
利
用
し
な
い
理

由
に
つ
い
て
は
、
車
で
移
動
で
き

る
か
ら
と
い
う
の
が
最
も
多
い
も

の
で
し
た
。
そ
れ
以
外
で
は
運
賃

熊
野
川
町
で
の
公
共
交
通
再
編

に
向
け
て
、
再
編
案
を
作
成
す
る

に
あ
た
り
、
ま
ず
は
熊
野
川
町
地

域
に
お
け
る
公
共
交
通
の
利
用
実

態
や
課
題
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
た
め
に
令
和
元
年
６
月
に
熊

野
川
町
で
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
（
資
料
１
①
）。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
令
和
元
年

６
月
21
日
か
ら
７
月
５
日
の
15
日

間
で
、
熊
野
川
町
に
住
民
登
録
し

て
い
る
15
歳
以
上
の
方
1
，２
０

２
名
を
対
象
に
実
施
。
６
２
５
名
、

買
い
物
な
ど
の
た
め
、
新
宮
市
街

地
へ
の
移
動
需
要
も
あ
り
ま
し
た
。

面
積
が
市
全
体
の
約
70
％
を
占

め
、
人
口
約
1
，１
０
０
人
の
お

よ
そ
２
人
に
１
人
が
高
齢
者
で
あ

り
、
面
積
も
広
く
、
高
齢
化
が
著

し
く
進
ん
で
い
る
熊
野
川
町
に
お

い
て
、
日
常
生
活
に
お
け
る
移
動

手
段
の
確
保
は
非
常
に
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
地
域
に
見
合
っ
た
便

利
で
持
続
可
能
な
公
共
交
通
、
交

通
体
系
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。

が
高
い
、
便
数
が
少
な
い
、
自
宅

か
ら
バ
ス
停
ま
で
遠
い
な
ど
の
意

見
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
で
は

「
利
用
し
な
い
理
由
が
改
善
さ
れ

た
ら
バ
ス
に
乗
り
ま
す
か
？
」
と

の
質
問
に
対
し
て
は
、
改
善
さ
れ

て
も
乗
ら
な
い
と
回
答
さ
れ
た
方

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

再
編
に
あ
た
っ
て
は
路
線
バ
ス
以

外
の
新
た
な
手
段
と
し
て
熊
野
川

町
の
各
地
へ
乗
り
継
ぎ
す
る
こ
と

な
く
、
自
宅
ま
た
は
自
宅
周
辺
か

ら
目
的
地
に
ド
ア
ツ
ウ
ド
ア
で
の

移
動
が
で
き
る
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
の
導
入
に
向
け
て
検
討
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
と

　
　
　
　
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
導
入

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏

ま
え
て
作
成
し
た
素
案
が
民
間
バ

ス
事
業
者
の
支
線
路
線
バ
ス
３
線

（
小
口
線
、
篠
尾
線
、
玉
置
口
線
）

を
廃
止
し
、
そ
の
代
替
交
通
と
し

て
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入

で
す
。
そ
の
後
、
再
編
素
案
に
つ

い
て
住
民
の
意
見
を
直
接
聞
く
た

め
に
、
熊
野
川
町
で
住
民
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
実
施
し
、
再
編
素
案
の
説

明
及
び
住
民
意
見
の
吸
い
上
げ
を

行
い
ま
し
た
（
資
料
１
②
）。

実
施
期
間
は
令
和
元
年
10
月
４

日
か
ら
23
日
ま
で
の
間
の
6
日
間

に
12
会
場
で
実
施
。
合
計
１
０
６

名
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。
ヒ
ア
リ

ン
グ
で
は
、
運
賃
に
つ
い
て
１
０

０
円
均
一
運
賃
に
し
て
負
担
を
少

な
く
し
て
欲
し
い
と
言
っ
た
意
見

が
多
く
出
さ
れ
、
運
行
面
で
は
熊

野
川
町
内
だ
け
で
な
く
、
新
宮
市

街
地
や
生
活
圏
で
あ
る
近
隣
の

町
、
熊
野
市
や
田
辺
市
本
宮
町
へ

の
直
行
便
、
休
日
も
運
行
し
て
ほ

資料１　熊野川町地域における公共交通見直し経過
① 住民アンケートの実施と素案作成（令和元年6月～7月）

【アンケート結果の概要】
・路線バス利用者は１割強、主な移動手段は自家用車
・主な利用者と目的は、高齢者の通院と学生の通学
・利用しない理由は、車で移動できる。
　それ以外では、運賃が高い、便数が少ない、バス停まで遠いなど

◆素案：バスの支線路線（小口線、篠尾線、玉置口線）を廃止し、
　　　　デマンドタクシー（事前予約制乗合タクシー）を導入

② 住民ヒアリングでの説明と住民の意見聴取（令和元年10月）

【住民意見の要点】
・運賃は100円均一運賃負担を少なくしてほしい
・熊野川町以外への直行便を運行してほしい
・休日も運行してほしい
・医療センターへの通院タクシーは存続してほしい
・行政バスの一部は継続してほしい
・小口方面の観光客の移動手段は、デマンドでは補えない
・高齢者のタクシー券補助を充実してほしい

③ 交通事業者、国、県等との協議、調整

◆再編案
・支線バス路線２線を廃止し、小口線は維持。
・デマンドタクシーを導入

④ 再編案で再度住民説明会（令和2年7月～8月）
交通体系新旧表

旧体系 新体系
支線バス（小口線） 支線バス（小口線）
支線バス（玉置口線、篠尾線）

デマンドタクシー行政バス（町内4方面）
診療所送迎（屋敷方面）
スクールバス スクールバス（一部路線バスを利用）
路線バス（川丈線） 路線バス（川丈線）
医療センター通院タクシー 医療センター通院タクシー
タクシー、福祉タクシー券 タクシー、福祉タクシー券
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し
い
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
行
政
バ
ス
な
ど
の
市

の
交
通
事
業
に
つ
い
て
は
、
医
療

セ
ン
タ
ー
へ
の
送
迎
事
業
の
継
続

や
一
部
地
区
へ
の
行
政
バ
ス
の
継

続
、
高
齢
者
へ
の
タ
ク
シ
ー
券
補

助
事
業
の
内
容
拡
充
な
ど
、
す
で

に
あ
る
交
通
事
業
の
継
続
や
事
業

内
容
の
拡
充
に
つ
い
て
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
で
は
、
熊
野
川
町
小
口

方
面
の
熊
野
古
道
へ
訪
れ
る
観
光

客
の
移
動
需
要
を
補
え
な
い
こ
と

か
ら
、
定
期
路
線
が
必
要
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
様
々
な
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入
に
つ
い

て
、
反
対
の
意
見
は
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
ず
、
便
利
に
な
る
こ
と
で
好

意
的
に
受
け
止
め
て
い
た
だ
い
た

印
象
で
し
た
。
一
部
電
話
予
約
に

対
す
る
抵
抗
が
あ
る
よ
う
で
し
た

が
、
事
前
の
電
話
予
約
で
そ
の
都

度
運
行
ル
ー
ト
を
決
定
し
、
利
用

便
数
が
バ
ス
よ
り
増
え
る
こ
と
な

ど
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
便
利
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
、
一
定
の
理
解

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

住
民
の
要
望
と
し
て
は
、
好
き

な
時
間
に
行
き
た
い
と
こ
ろ
へ
安

い
運
賃
で
行
き
た
い
と
い
う
も
の

で
す
が
、
住
民
の
利
便
性
と
民

間
事
業
者
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
、
最
終
的
に
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
含
め
、
熊
野
川
町
の
公
共
交
通

体
系
を
整
備
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
交
通
事
業
者
、
国
や
県
な
ど

の
関
係
機
関
と
の
協
議
調
整
を
行

い
、
再
編
案
を
作
成
い
た
し
ま
し

た
（
資
料
１
③
）。

再
編
案
と
し
て
は
、
支
線
路
線

バ
ス
２
線
（
篠
尾
線
、
玉
置
口

線
）
の
廃
止
と
小
口
線
の
維
持
、

廃
止
路
線
な
ど
の
代
替
交
通
と
し

て
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入

と
な
り
ま
す
。
小
口
線
は
観
光
客

の
利
用
が
多
く
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
で
は
乗
客
の
積
み
残
し
の
懸

念
が
あ
る
た
め
、
小
口
線
の
み
路

線
バ
ス
の
運
行
を
維
持
す
る
こ
と

で
調
整
を
行
い
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
次
の
５
体
系
と
し
ま
し
た
。

１
．
町
内
の
移
動
手
段
と
し
て
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
（
熊
野
川
町
内

全
域
※
一
部
町
外
運
行
）。
２
．
広
域

幹
線
路
線
バ
ス
（
町
外
へ
の
移

動
手
段
）。
３
．
ス
ク
ー
ル
バ
ス
。

４
．
観
光
客
の
移
動
手
段
で
小
口

線
を
維
持
。
５
．
タ
ク
シ
ー
、
通

院
タ
ク
シ
ー
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

再
編
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住

民
説
明
会
を
令
和
２
年
７
月
６
日

か
ら
８
月
12
日
ま
で
の
８
日
間
、

14
カ
所
で
実
施
。
合
計
99
名
の
住

民
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

（
資
料
１
④
）。

住
民
説
明
会
で
は
一
部
運
行
内

容
の
拡
充
な
ど
の
要
望
が
あ
り
、

運
行
開
始
後
も
改
善
で
き
る
と
こ

ろ
を
改
善
し
て
い
く
と
し
、
再
編

案
に
つ
い
て
は
特
に
反
対
意
見
も

な
く
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利

用
方
法
に
つ
い
て
の
質
問
が
主
で

し
た
。

住
民
説
明
会
後
は
再
編
案
を
元

に
関
係
機
関
と
実
施
に
向
け
調
整

を
行
い
、
令
和
２
年
10
月
よ
り
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て
い

ま
す
。

熊
野
川
町

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
は
事
前

予
約
制
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
（
資
料

２
）
で
、
熊
野
川
町
内
の
移
動
手

段
、
幹
線
路
線
バ
ス
へ
の
接
続
を

目
的
と
し
た
公
共
交
通
で
す
。
熊

野
川
行
政
局
を
出
発
し
、
自
宅
ま

た
は
自
宅
周
辺
と
あ
ら
か
じ
め
設

定
し
て
い
る
目
的
地
間
を
送
迎
い

た
し
ま
す
。

運
賃
は
１
回
の
利
用
ご
と
に
１

０
０
円
。
保
護
者
同
乗
の
場
合
、

未
就
学
児
は
無
料
で
す
。
運
行
エ

リ
ア
は
熊
野
川
町
全
域
、
一
部
町

外
運
行
も
あ
り
ま
す
。
運
行
ル
ー

ト
は
予
約
状
況
に
応
じ
、
毎
回
設

定
を
し
ま
す
。
運
行
日
は
毎
日
運

行
、
留
意
事
項
と
し
ま
し
て
は
、

利
用
す
る
に
は
事
前
に
電
話
予
約

が
必
要
な
こ
と
や
１
台
に
乗
り
合

わ
せ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
な
ど
で

す
。運

行
ダ
イ
ヤ
は
１
便
か
ら
８
便

ま
で
。
１
便
と
２
便
は
、
前
日
ま

資料２　熊野川町デマンドタクシー広報チラシより
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で
の
予
約
が
必
要
で
す
が
、
３
便

目
か
ら
８
便
に
つ
い
て
は
１
時
間

前
ま
で
の
予
約
で
利
用
が
可
能
で

す
。資

料
２
に
記
載
し
て
い
る
運
行

ダ
イ
ヤ
は
、
熊
野
川
行
政
局
を
出

発
す
る
時
間
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
自
身
で
目
的
地
に
着
き
た
い
時

間
か
ら
逆
算
し
て
出
発
す
る
便
を

予
約
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

目
的
地
、
乗
降
可
能
場
所
に
つ

い
て
は
、
公
的
施
設
や
郵
便
局
、

診
療
所
な
ど
熊
野
川
町
の
主
要
施

設
は
ほ
と
ん
ど
網
羅
し
、
移
動
経

路
は
自
宅
か
ら
目
的
地
、
目
的
地

か
ら
自
宅
、
目
的
地
か
ら
目
的
地

の
３
種
類
と
な
り
ま
す
。

乗
り
合
わ
せ
の
可
能
性
が
あ
る

こ
と
や
、
時
間
が
決
ま
っ
て
い
る

こ
と
、
目
的
地
が
設
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
一
般
の
タ
ク
シ
ー

と
違
う
点
で
す
が
、
各
地
域
の
集

会
所
な
ど
目
的
地
も
幅
広
く
設
定

し
利
用
し
易
く
な
っ
て
い
ま
す
。

導
入
後
の
状
況
で
す
が
、
令
和

３
年
度
は
２
，６
４
９
人
、
１
日

あ
た
り
平
均
７
人
の
乗
車
と
な
っ

て
い
ま
す
。
約
４
割
が
通
院
目
的

の
利
用
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
バ

ス
の
乗
り
換
え
や
買
い
物
な
ど
の

利
用
も
多
く
、
通
学
や
、
飲
食
店

や
温
泉
施
設
へ
の
利
用
も
見
ら
れ

る
た
め
、
幅
広
く
活
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
運
行
開
始

後
も
住
民
の
皆
様
の
声
を
聞
い
て
、

よ
り
良
い
も
の
と
な
る
よ
う
、
ダ

イ
ヤ
改
正
な
ど
適
時
改
善
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
熊
野
川
町
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入
に
よ
っ
て
、

交
通
不
便
地
域
や
交
通
空
白
地
域

の
解
消
、
交
通
手
段
の
利
便
性
向

上
が
図
ら
れ
、
地
域
の
高
齢
者
な

ど
の
日
常
生
活
に
必
要
不
可
欠
な

移
動
手
段
が
確
保
さ
れ
る
と
と
も

に
、
幹
線
路
線
バ
ス
の
接
続
強
化

に
よ
る
広
域
移
動
の
円
滑
化
に
伴

い
、
外
出
促
進
・
地
域
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
事
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
交
通
施
策
始
め
、
住

民
の
皆
様
が
元
気
で
、
心
豊
か
に

暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
の
質
問

質
問 

： 
紀
美
野
町
で
も
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
す
が
、
報
告
の
中
で
目
的
地
が

決
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ど
う

な
の
か
と
、
そ
れ
と
予
算
と
財
源

に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

報
告
者 

： 
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は

熊
野
川
町
内
を
主
に
運
行
し
て
い

ま
す
。
目
的
地
に
つ
い
て
は
、
町

内
の
主
な
施
設
に
つ
い
て
設
定
を

し
て
お
り
ま
し
て
、
適
時
見
直
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。
住
民
か
ら
意

見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
検
討
を
し

て
い
ま
す
。

予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業

費
が
年
間
１
，２
０
０
万
円
ほ
ど

に
な
り
ま
す
。

市
か
ら
の
委
託
金
の
内
、
市
の

負
担
は
１
／
２
、
国
の
補
助
金
１

／
２
と
い
う
形
で
す
。

質
問 

： 
国
の
補
助
金
と
い
う
の
は

ど
ん
な
補
助
金
で
す
か
。

報
告
者 

： 
国
の
補
助
金
は
、
国
土

交
通
省
の
国
庫
補
助
金
で
、
正
式

に
は
「
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統

確
保
維
持
費
国
庫
補
助
金
」
で
、

毎
年
申
請
を
し
て
い
ま
す
。

質
問 

： 
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
導
入

前
と
導
入
後
の
市
か
ら
の
持
ち
出

し
と
い
う
か
、
負
担
は
ど
う
な
り

ま
し
た
か
。

報
告
者 

： 
負
担
に
つ
い
て
は
、
大

き
く
増
え
た
と
い
う
こ
と
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

質
問 

： 
１
日
の
利
用
者
は
平
均
７

人
と
い
う
お
話
で
し
た
が
令
和
２

年
ス
タ
ー
ト
か
ら
の
推
移
や
、
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

報
告
者 

： 
令
和
３
年
度
は
１
日
平

均
７
名
、
令
和
２
年
度
と
比
較
し

て
月
当
た
り
40
名
ほ
ど
増
加
し
て

い
る
状
況
で
す
。
２
年
度
が
月
平

均
６
人
、
令
和
３
年
度
の
実
績
で

す
と
2
，６
４
９
人
に
利
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
に
つ

き
ま
し
て
も
、
熊
野
川
町
の
皆
さ

ん
の
声
も
引
き
続
き
聞
い
て
、
地

域
に
あ
っ
た
内
容
に
協
議
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問 

： 
事
業
を
始
め
る
に
当
た
っ

て
、
自
治
会
か
ら
要
望
が
あ
っ
た

と
か
、
住
民
運
動
が
あ
っ
て
、
市

と
し
て
取
り
組
む
と
い
う
事
に
な

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

報
告
者 

： 
市
と
し
て
も
取
り
組
む

べ
き
問
題
と
の
認
識
が
あ
る
中
、

住
民
か
ら
の
よ
り
便
利
な
交
通
体

系
確
保
に
対
す
る
意
見
も
あ
っ
た

こ
と
で
、
進
ん
で
い
っ
た
も
の
で

す
。

質
問 

：  

市
の
方
が
、
地
域
の
状
況

を
感
じ
て
そ
の
改
善
の
た
め
に
、

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
取
り
組
ん
だ
。

そ
う
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
の
で

す
よ
ね
。
も
う
一
つ
条
件
で
す
が
、

例
え
ば
住
民
税
非
課
税
と
か
、
年

齢
と
か
そ
う
い
う
所
は
な
い
の
で

す
よ
ね
？

報
告
者 

： 
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に

つ
き
ま
し
て
は
、
年
齢
制
限
や
、

熊
野
川
町
在
住
と
の
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
土
日
等
も
運
行
し
て
い

ま
す
の
で
、
観
光
客
の
方
に
も
周

知
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問 

： 
実
施
に
あ
た
っ
て
、
既
存

の
バ
ス
路
線
を
廃
止
す
る
バ
ス
会

社
や
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
運

営
す
る
タ
ク
シ
ー
会
社
へ
の
委
託

の
話
し
合
い
は
順
調
に
進
ん
だ
の

で
し
ょ
う
か
。

報
告
者 

： 
既
存
の
事
業
者
と
の
話

し
合
い
も
行
い
ま
し
て
、「
住
民

の
利
便
性
向
上
の
た
め
」
と
の
共

通
認
識
の
も
と
ご
理
解
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

司
会 

： 
時
間
の
関
係
も
あ
り
ま
す

の
で
、
次
の
報
告
に
進
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
新

宮
市
の
み
な
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

熊野川町のデマンドタクシー
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事
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
は
予
算
が
全
く
な
か
っ
た

の
で
和
歌
山
県
の
農
業
農
村
活
性

化
支
援
モ
デ
ル
事
業
に
申
し
込
み

ま
し
た
。
３
年
間
の
取
り
組
み
で

１
年
目
は
小
麦
を
育
て
る
。
２
年

目
は
畑
の
面
積
を
広
げ
る
。
小
麦

仲
間
を
増
や
し
て
参
加
し
て
も
ら

う
。
３
年
目
は
小
麦
仲
間
の
畑
に

私
達
が
お
手
伝
い
に
い
か
せ
て
も

ら
う
事
な
ど
を
目
標
に
し
ま
し
た
。

私
達
マ
マ
パ
パ
達
が
継
続
的
に

取
り
組
む
事
は
難
し
い
の
で
和
歌

山
県
内
に
小
麦
仲
間
を
増
や
し
て

県
産
小
麦
が
給
食
に
必
要
な
分
を

作
れ
る
よ
う
に
な
る
事
が
最
終
目

標
で
す
。

自
分
た
ち
で
補
助
金
を
探
し
、

　
　
手
探
り
で
小
麦
づ
く
り
を

モ
デ
ル
事
業
は
３
年
間
で
１
０

０
万
円
予
算
が
つ
き
ま
す
が
そ
れ

だ
け
で
は
と
て
も
足
り
ま
せ
ん
。

和
歌
山
県
に
は
小
麦
農
家
に
対

す
る
補
助
は
一
切
な
く
、
補
助
金

を
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
事
が
小

麦
作
り
を
広
め
る
為
に
必
要
な
の

で
県
や
和
歌
山
市
に
お
願
い
に
行

き
ま
し
た
。

安
全
な
小
麦
で
給
食
の
パ
ン
が

作
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
、
全

る
と
「
国
が
輸
入
し
て
い
る
小
麦

な
の
で
安
全
だ
と
思
っ
て
い
た
」

と
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。
給
食
会

さ
ん
に
、
国
産
の
小
麦
に
し
て
も

ら
え
な
い
か
と
聞
く
と
「
輸
入
小

麦
よ
り
２
倍
以
上
高
く
な
る
の
で

難
し
い
」。全
て
米
飯
給
食
に
で
き

な
い
か
と
聞
く
と
「
給
食
用
の
パ

ン
を
焼
い
て
く
れ
て
い
る
パ
ン
屋

さ
ん
が
い
る
の
で
で
き
な
い
」。米

粉
パ
ン
に
で
き
な
い
か
と
聞
く
と

「
和
歌
山
に
は
製
粉
所
が
な
い
の

で
県
産
米
を
米
粉
に
す
る
為
に
は

大
阪
に
米
を
送
っ
て
ま
た
和
歌
山

に
戻
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
C
O

２

排
出
の
問
題
も
あ
る
」
と
全
て

解
決
策
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
は
、
和
歌
山
県
の
耕
作
放
棄

地
を
使
っ
て
和
歌
山
県
産
の
小
麦

を
作
る
の
は
ど
う
で
す
か
？
と
言

っ
た
と
こ
ろ
「
地
産
地
消
に
な
る

の
で
是
非
和
歌
山
県
産
小
麦
が
あ

れ
ば
使
い
た
い
」
と
言
っ
て
も
ら

え
た
の
で
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に

農
業
を
全
く
し
た
事
が
な
い
マ
マ

達
の
小
麦
作
り
が
ス
タ
ー
ト
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
！

メ
ン
バ
ー
のFacebook

の
呼

び
か
け
で
海
南
市
の
耕
作
放
棄
地

を
使
わ
せ
て
も
ら
い
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
小
麦
作
り
の
先
輩
で

あ
る
和
歌
山
市
農
民
組
合
の
貴
志

さ
ん
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

校
給
食
の
パ
ン
に
発
が
ん
性
物
質

の
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
が
含
ま
れ
て
い

る
事
を
農
民
連
食
品
分
析
セ
ン
タ

ー
の
調
査
で
知
り
ま
し
た
。

除
草
剤
の
主
成
分
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
は
オ
ー

ス
ト
リ
ア
や
チ
ェ
コ
で
は
全
面
使

用
禁
止
と
な
り
、
ベ
ト
ナ
ム
は
輸

入
を
禁
止
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
も

市
民
運
動
が
広
が
り
、
店
頭
に
置

か
な
く
な
っ
た
小
売
店
も
出
始
め

て
い
ま
す
。

日
本
の
小
麦
の
グ
リ
ホ
サ
ー
ト

残
留
基
準
値
は
30 

ppm
で
す
が
、
こ

れ
は
厚
生
労
働
省
が
２
０
１
７
年
、

海
外
の
基
準
値
よ
り
厳
し
か
っ
た

そ
れ
ま
で
の
５
ppm
か
ら
、
国
際
基

準
の
ア
メ
リ
カ
の
30 

ppm
に
合
わ
せ

る
た
め
６
倍
に
緩
和
し
た
か
ら
で

す
。給

食
は
安
全
だ
と
思
っ
て
い
た

私
達
は
驚
い
て
母
親
３
人
で
和
歌

山
県
の
学
校
給
食
や
食
育
を
推
進

し
て
い
る
学
校
給
食
会
（
以
下
給

食
会
）
さ
ん
と
懇
談
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

給
食
会
さ
ん
に
こ
の
事
を
伝
え

私
達
は
学
校
給
食
の
パ
ン
を
安

心
安
全
な
小
麦
で
作
り
、
子
ど
も

達
に
笑
顔
で
食
べ
て
も
ら
い
た

い
！
そ
ん
な
気
持
ち
で
２
０
２
０

年
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
子
育
て
中
の
マ
マ

パ
パ
や
、
有
機
農
業
に
関
心
の
あ

る
人
達
で
す
。
慣
れ
な
い
農
作
業

で
体
は
ボ
ロ
ボ
ロ
（
笑
）
夏
は
滝

の
よ
う
な
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

仕
事
を
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
が
ほ

と
ん
ど
で
家
事
に
育
児
に
忙
し
い

中
こ
の
活
動
を
始
め
た
の
に
は
理

由
が
あ
り
ま
す
。

給
食
会
と
の
懇
談
で

　
　
小
麦
づ
く
り
に
挑
戦

２
０
１
９
年
の
７
月
私
達
は
学

学
校
給
食
の
パ
ン
を
発
が
ん
性
が
危
惧
さ
れ
る
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
が

検
出
さ
れ
た
輸
入
小
麦
で
な
く
、
安
心
安
全
な
国
産
小
麦
で
提
供
出

来
た
ら
と
、
自
分
た
ち
で
小
麦
を
作
り
、
給
食
の
パ
ン
と
し
て
提
供

す
る
運
動
を
行
っ
て
い
る
給
食
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
多

田
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

給食スマイルプロジェクト
～県産小麦そだて隊！～

多田寿江さん

給食スマイルプロジェクト代表 多 田 寿 江
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て
米
飯
給
食
に
す
る
か
、
パ
ン
屋

さ
ん
と
の
関
係
が
あ
る
な
ら
高
く

て
も
国
産
小
麦
を
使
う
の
を
各
自

治
体
に
県
か
ら
指
導
や
依
頼
し
て

も
ら
い
た
い
事
と
、
農
民
連
食
品

分
析
セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
る
と

市
販
の
パ
ン
か
ら
国
産
小
麦
使
用

と
書
か
れ
た
も
の
以
外
は
グ
リ
ホ

サ
ー
ト
が
検
出
さ
れ
て
い
る
の
で

子
ど
も
達
の
体
が
心
配
な
事
も
伝

え
ま
し
た
。

県
の
補
助
金
が
な
い
な
ら
国
か

ら
の
補
助
金
を
受
け
ら
れ
な
い
か

動
く
事
に
し
ま
し
た
。

初
め
て
の

　
小
麦
作
り
ス
タ
ー
ト
！

２
０
２
０
年Facebook

に
ス

マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ペ
ー
ジ

を
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

６
月
。
草
刈
機
も
使
っ
た
事
も

な
い
メ
ン
バ
ー
、
子
ど
も
達
も
汗

だ
く
で
の
作
業
で
す
。
イ
ノ
シ
シ

避
け
の
メ
ッ
シ
ュ
貼
り
や
、
初
め

て
ト
ラ
ク
タ
ー
に
も
乗
っ
て
土
を

耕
し
、
畝
を
作
り
、
溝
を
つ
け
ま

し
た
。
元
々
田
ん
ぼ
な
の
で
水
は

け
が
悪
く
溝
に
足
が
は
ま
っ
て
し

ま
う
事
も
！　

11
月
の
種
ま
き
は
子
ど
も
達
も

沢
山
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

く
畑
の
面
積
を
測
っ
て
石
灰
で
線

を
引
き
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
タ
ネ
も

計
り
手
ま
き
で
ま
い
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
後
は
ト
ン
ト
ン
と
ク
ワ

で
土
を
叩
い
て
覆
土
し
て
行
き
ま

す
。
泥
だ
ん
ご
の
よ
う
な
土
で
う

ま
く
い
か
ず
苦
労
し
ま
し
た
。
素

人
の
私
達
に
は
全
て
が
初
め
て
で

本
当
に
大
変
！
農
家
さ
ん
の
あ
り

が
た
み
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

月
末
に
は
芽
が
で
て
感
動
し
ま
し

た
。県

内
に
賛
同
し
て
く
れ
る

　
　
　
　
　
小
麦
仲
間
が

11
月
に
貴
志
さ
ん
が
作
っ
た
小

麦
を
貴
志
南
小
学
校
（
和
歌
山

市
）
の
パ
ン
に
使
っ
て
も
ら
え
る

事
に
な
り
、
和
歌
山
県
産
小
麦
が

初
め
て
給
食
に
登
場
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た
の
で
日
高

川
町
（
旧
美
山
村
）
の
農
家
さ
ん

か
ら
も
小
麦
を
使
い
た
い
と
連
絡

が
あ
り
給
食
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
日
高
川
町
の

農
家
さ
ん
も
一
緒
に
作
り
た
い
と

言
っ
て
く
だ
さ
り
、
更
に
和
歌
山

市
の
山
口
地
区
で
も
小
麦
作
り
が

ス
タ
ー
ト
す
る
事
に
！
小
麦
仲
間

が
増
え
始
め
チ
ー
ム
と
し
て
活
動

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
１
月
麦
ふ
み
イ
ベ

ン
ト
に
50
名
が
参
加
。
取
材
も
来

て
く
だ
さ
り
全
国
的
に
活
動
を
知

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。和

歌
山
県
産
小
麦
を
普
及
さ
せ

る
に
あ
た
っ
て
県
内
に
製
粉
所
が

な
い
こ
と
が
難
題
で
す
。
給
食
会

さ
ん
の
繋
が
り
で
奈
良
に
あ
る
旭

製
粉
を
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
大

型
の
製
粉
機
な
の
で
和
歌
山
県
産

小
麦
の
量
で
は
難
し
く
断
念
。
し

か
し
和
歌
山
県
産
の
小
麦
を
作
る

事
は
応
援
し
た
い
と
言
っ
て
く
だ

さ
り
、
３
月
に
は
旭
製
粉
さ
ん
が

農
業
技
術
の
指
導
研
究
を
行
う
農

研
機
構
の
方
を
和
歌
山
に
呼
ん
で

く
れ
て
、
畑
を
見
て
も
ら
い
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
え
ま
し
た
。

暖
か
く
な
る
と
今
度
は
雑
草
の

で
し
た
。

５
月
い
よ
い
よ
収
穫
で
す
。
黄

金
色
の
小
麦
畑
に
な
り
、
和
歌
山

は
小
麦
作
り
に
向
か
な
い
と
言
わ

れ
て
い
た
け
れ
ど
素
人
の
私
達
が

作
れ
た
事
に
感
動
！
沢
山
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
手
刈
り
も
経
験

し
て
も
ら
え
ま
し
た
。

バ
イ
ン
ダ
ー
の
登
場
で
収
穫
も

ス
ム
ー
ズ
に
。
や
っ
ぱ
り
機
械
は

す
ご
い
で
す
。
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
で

脱
穀
し
小
麦
を
触
っ
て
み
る
と
も

ち
も
ち
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

落
穂
拾
い
も
し
て
、
最
後
は
麦
わ

ら
を
集
め
て
子
ど
も
達
に
登
っ
て

も
ら
い
記
念
撮
影
。
小
麦
は
貴
志

さ
ん
の
自
宅
に
運
ん
で
乾
燥
機
に

か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

１
年
目
ス
マ
イ
ル
畑
2
・
3
反

で
獲
れ
た
小
麦
は
３
５
３
㎏
で
し

た
！
県
内
４
ヶ
所
で
作
ら
れ
た
小

麦
を
保
管
す
る
為
に
有
田
川
町
の

平
木
米
穀
店
さ
ん
が
協
力
し
て
く

だ
さ
り
兵
庫
県
の
製
粉
所
を
紹
介

問
題
が
！
有
機
栽
培
で
除

草
剤
も
使
わ
な
い
の
で
畑

に
行
け
る
メ
ン
バ
ー
は
毎

週
草
抜
き
に
。
暑
い
中
雑

草
と
、
小
麦
を
区
別
し
な

が
ら
な
の
で
思
う
よ
う
に

進
ま
ず
抜
い
て
も
抜
い
て

も
生
え
て
く
る
雑
草
と
の

格
闘
は
１
番
大
変
な
期
間

し
て
い
た
だ
き
、
更
に
そ
の
配
送

も
引
き
受
け
て
く
れ
ま
し
た
。

ス
マ
イ
ル
パ
ン
が

　
　
い
よ
い
よ
給
食
に
！

11
月
い
よ
い
よ
ス
マ
イ
ル
パ
ン

が
給
食
に
初
登
場
し
ま
し
た
！
膨

ら
み
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
国
産

小
麦
を
混
ぜ
て
焼
い
て
も
ら
い
86

校
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
追
加
で

外
国
産
小
麦
を
混
ぜ
た
分
も
１
月

に
出
し
て
も
ら
い
合
わ
せ
て
１
０

４
校
で
食
べ
て
も
ら
う
事
が
で
き

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
に
は
行
け
ま

せ
ん
で
し
た
が
続
々
と
感
想
が
届

き
「
美
味
し
か
っ
た
」「
い
い
香

り
だ
っ
た
」「
も
ち
も
ち
し
て
い

た
」「
い
つ
も
こ
の
パ
ン
が
い
い
」

と
喜
ん
で
も
ら
え
て
頑
張
っ
て
良

か
っ
た
と
皆
で
感
動
し
ま
し
た
。

11
月
22
日
に
は
北
野
上
小
学
校

（
海
南
市
）
で
収
穫
祭
の
イ
ベ
ン

２年目　ごんべえで種を播く

黄金に輝くスマイル小麦
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ト
を
開
催
。
旭
製
粉
さ
ん
が
ス
マ

イ
ル
小
麦
１
０
０
％
で
パ
ン
と
お

菓
子
を
焼
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
で

来
場
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

収
穫
ま
で
の
レ
ポ
ー
ト
を
展
示
し
、

今
ま
で
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た

動
画
を
観
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
畑
に
来
て
く
れ
た

方
も
続
々
と
来
場
し
て
く
だ
さ
り

喜
び
あ
い
ま
し
た
。

２
年
目
に
突
入

１
年
目
の
反
省
を
い
か
し
て
水

は
け
を
良
く
す
る
事
と
、
雑
草
対

策
に
気
を
つ
け
ま
し
た
。

12
月
種
ま
き
。
手
ま
き
で
バ
ラ

バ
ラ
に
タ
ネ
を
ま
く
と
雑
草
対
策

が
大
変
だ
っ
た
の
で
『
ご
ん
べ

え
』
と
い
う
播
種
機
を
使
っ
て
筋

ま
き
に
し
ま
し
た
。
簡
単
そ
う
に

思
い
ま
し
た
が
ス
マ
イ
ル
畑
の
土

は
や
は
り
水
気
が
多
い
の
で
力
が

い
り
大
変
で
し
た
。
子
ど
も
達
の

成
長
が
す
ご
く
て
２
年
目
は
大
活

躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
１
月
。
畑
を
１
反

広
げ
る
事
に
決
ま
り
、
畝
た
て
か

ら
種
ま
き
ま
で
１
日
で
済
ま
せ
ま

し
た
。

２
月
麦
ふ
み
。
５
月
草
抜
き
イ

ベ
ン
ト
と
兼
ね
て
子
ど
も
達
に

『
メ
ン
バ
ー
ズ
カ
ー
ド
』
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
畑
に
来
て
く
れ
た
子
ど

も
さ
ん
に
シ
ー
ル
を
貯
め
て
い
っ

て
も
ら
い
ま
す
。
給
食
に
パ
ン
が

出
る
日
に
は
学
校
で
メ
ン
バ
ー
ズ

カ
ー
ド
を
見
せ
て
「
私
が
作
っ
た

小
麦
で
で
き
た

パ
ン
で
す
！
」

と
言
っ
て
も
ら

え
た
ら
い
い
な

と
思
い
作
り
ま

し
た
。
生
き
物

探
し
の
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
も
作

り
畑
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
ま
し

た
。６

月
２
度
目

の
収
穫
。
昨
年

よ
り
１
１
０
㎏

増
の
４
６
３
㎏
の
小
麦
を
収
穫
。

畑
を
広
げ
た
も
の
の
そ
こ
は
１
月

に
種
ま
き
し
た
こ
と
も
あ
り
、
あ

ま
り
収
量
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思

う
の
で
、『
ご
ん
べ
え
』
で
筋
ま

き
に
し
た
こ
と
が
良
か
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
！

11
月
２
年
目
の
ス
マ
イ
ル
パ
ン

は
県
産
小
麦
１
０
０
％
で
給
食
に

登
場
で
す
！
県
内
で
約
５
ｔ
の
小

麦
が
獲
れ
た
の
で
沢
山
の
子
ど
も

達
に
食
べ
て
も
ら
え
る
の
が
嬉
し

い
で
す
！

12
月
と
う
と
う
国
の
補
助
金
が

出
ま
し
た
！
〝
畑
作
物
の
直
接
支

払
交
付
金
〞（
ゲ
タ
対
策
）
で
す
。

和
歌
山
県
で
は
麦
の
〝
産
地
品

種
銘
柄
〞
も
、
麦
を
検
査
す
る

〝
登
録
検
査
機
関
〞
も
な
い
た
め

に
交
付
金
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
一
定
の
手
続
き
を
と
れ
ば

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
！
チ
ー
ム
の

方
々
や
農
民
連
役
員
、
給
食
会
、

平
木
米
穀
店
の
皆
さ
ん
の
お
陰
で

す
。
こ
れ
で
県
内
の
大
規
模
米
農

家
さ
ん
も
小
麦
作
り
が
で
き
る
仕

組
み
が
整
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

す
で
に
小
麦
作
り
で
所
得
を
増

や
し
た
い
大
農
家
の
方
も
い
る
そ

う
な
の
で
作
ら
れ
る
方
が
増
え
る

の
を
期
待
し
た
い
で
す
！

３
度
目
の
種
ま
き
も
済
み
ス
マ

イ
ル
も
３
年
目
頑
張
り
ま
す
！

ご
協
力
の
お
願
い

輸
入
の
小
麦
粉
が
約
70
円
／
㎏

に
対
し
、
県
産
小
麦
は
採
算
度
外

視
で
７
５
０
〜
８
６
０
円
／
㎏
で

す
。
こ
の
２
年
自
治
体
の
負
担
も

保
護
者
の
負
担
も
増
や
さ
ず
に
県

産
の
パ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
給
食
会
さ
ん
が
全
額
負

担
し
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。

小
麦
の
作
り
手
が
携
わ
る
の
は

製
粉
ま
で
、
そ
の
後
給
食
と
し
て

提
供
で
き
る
か
は
、
給
食
会
さ
ん

に
お
ま
か
せ
で
、
買
い
取
り
↓
製

粉
後
の
検
査
と
保
管
先
の
手
配
↓

各
パ
ン
屋
さ
ん
へ
の
依
頼
↓
教
育

委
員
会
や
校
長
先
生
へ
の
お
こ
と

わ
り
etc.
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

１
年
目
の
小
麦
買
い
取
り
費
用

は
約
90
万
円
。
２
年
目
は
約
１
９

０
万
で
す
。
行
政
か
ら
の
予
算
が

出
れ
ば
１
番
で
す
が
（
引
き
続
き

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
）
今
後
も

続
け
て
い
く
為
に
給
食
会
さ
ん
へ

の
寄
附
の
お
願
い
を
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。
１
口
５
０
０
０
円
か

ら
で
す
が
、
ス
マ
イ
ル
で
は
１

口
１
０
０
０
円
か
ら
で
お
預
か

り
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

Facebook

『
学
校
給
食
ス
マ
イ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。
子
ど
も
達

の
笑
顔
と
健
康
を
守
る
為
に
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

収穫後の麦わらと子ども達

１年目の収穫祭　「しんぶん赤旗」提供

給食会さんのHPに
「寄附のお願い」が公開されています。
https://www.waka-gk.jp/
product_download_Donation.html



案１  送水管の複線化 案２  送水管の複線化+北部新浄水場
加納浄水場から紀の川北部地域に送水す
る送水管を、水管橋に加え、シールド工
法による地中配管で複線化する。

案１に加え、紀の川北部地域に新たな浄
水場を建設する。加納浄水場については
供給能力を調整する。

工事期間 R５年～ R９年 工事期間
R５年～ R９年（複線化）
R10年～ R20年度

（浄水場建設）
事業費 約25億円 事業費 約235億円

水道料金への
影響 約１％UP 水道料金への

影響
約１％ UP（R ７年度～ R
10年度）それ以降約６％
ＵＰ

わかやま住民と自治（8）
2023年２月25日発行　第346号

２
０
２
１
年
10
月
の
六
十
谷
水

管
橋
崩
落
事
故
を
受
け
、
和
歌
山

市
は
水
道
施
設
の
見
直
し
を
進
め

て
い
て
「
和
歌
山
市
新
水
道
事
業

ビ
ジ
ョ
ン
検
討
会
議
」
を
昨
年
８

月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
紀
の
川

北
部
地
域
の
安
定
供
給
の
た
め
に

令
和
４
年
度
中
に
施
設
整
備
方
針

を
決
定
し
、
早
期
の
事
業
着
手
を

目
指
す
と
し
て
、
昨
年
10
月
に
水

道
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
「
送
水

管
の
複
線
化
・
新
浄
水
場
建
設

（
案
）」
で
２
案
を
示
し
市
民
に
意

見
を
求
め
ま
し
た
。

和
歌
山
市
の
水
道
事
業
の
現
況

水
道
事
業
の
現
状
や
会
計
の
見

通
し
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い

ま
す
。

① 

水
を
供
給
す
る
浄
水
場
は
、
以

前
の
６
カ
所
か
ら
現
在
２
カ
所

（
加
納
、
出
島
浄
水
場
）
に
集

約
し
、
７
割
の
水
を
供
給
す
る

加
納
浄
水
場
は
、
老
朽
化
の
た

め
更
新
工
事
中
（
令
和
５
年
度

〜
令
和
20
年
度
）
で
供
給
能
力

の
向
上
を
図
り
、
出
島
浄
水
場

を
廃
止
し
１
か
所
で
給
水
す
る

計
画
。
改
修
事
業
費
は
約
４
０

０
億
円
。

② 

水
需
要
は
、
和
歌
山
市
の
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
現
在
の
35
万
人

か
ら
令
和
20
年
に
は
33
万
人
に

な
る
と
し
、
水
需
要
も
そ
れ
に

伴
い
減
少
す
る
と
予
測
し
て
い

ま
す
。

③ 

水
道
会
計
の
見
通
し
は
、
現
在

は
黒
字
で
す
が
、
水
道
料
金
収

入
は
人
口
減
や
経
済
低
迷
に
よ

り
毎
年
料
金
収
入
が
減
少
し
、

施
設
更
新
事
業
費
等
を
加
味
す

る
と
、
令
和
６
年
度
に
赤
字
が

生
じ
令
和
20
年
度
に
は
１
４
０

億
円
の
累
積
赤
字
と
な
る
見
込

み
で
不
足
額
解
消
に
は
16
・

5
%
の
改
定
が
必
要
。
４
年

ご
と
に
行
う
水
道
料
金
算
定
で
、

令
和
７
年
か
ら
令
和
10
年
ま
で

の
料
金
は
平
均
15
・
7
％
の
引

き
上
げ
が
必
要
と
な
る
見
通
し
。

検
討
案
に
つ
い
て

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
多
大

な
費
用
が
必
要
と
な
る
が
、
紀
の

川
北
部
地
域
の
安
定
供
給
の
た
め

複
線
化
の
早
期
の
実
施
。
ま
た
、

北
部
新
浄
水
場
を
建
設
す
る
こ
と

に
よ
り
、
給
水
リ
ス
ク
の
低
減
を

図
れ
る
た
め
第
２
案
に
沿
っ
た
施

設
整
備
が
最
善
と
の
考
え
を
示
し

ま
し
た
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
は
１

２
４
件
の
意
見
が
あ
り
、
案
１
に

賛
成
が
20
件
（
内
値
上
げ
な
し
な

ら
賛
成
５
件
）、
案
２
に
賛
成
57

件
（
内
値
上
げ
な
し
な
ら
賛
成
15

件
）、
両
方
に
反
対
５
件
、
そ
の

他
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
42
件
が
よ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

11
月
の
「
新
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン

検
討
会
議
」
で
、
送
水
管
の
複
線

化
に
つ
い
て
は
実
施
の
了
解
を
得

て
、
北
部
浄
水
場
建
設
に
つ
い
て

は
、
追
加
の
説
明
が
求
め
ら
れ
た

と
い
う
事
で
す
。

ま
た
、
12
月
に
水
道
料
金
改
定

を
協
議
す
る
「
和
歌
山
市
水
道
料

金
検
討
会
議
」
が
新
た
に
作
ら
れ

論
議
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
負
担
軽
減
と

　
　
　
丁
寧
な
説
明
を
！

12
月
和
歌
山
市
議
会
の
一
般
質

問
で
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
質
問

し
ま
し
た
。

今
回
の
「
新
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ

ン
」
で
は
、
基
本
改
定
率
15
・
7

％
の
料
金
引
き
上
げ
が
大
き
な
ウ

エ
イ
ト
を
占
め
、
北
部
地
域
へ
の

安
定
供
給
の
た
め
に
水
道
料
金
の

改
定
が
必
要
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に

隠
さ
れ
て
い
る
感
が
あ
り
、
誠
意

を
も
っ
て
市
民
に
理
解
を
求
め
る

べ
き
だ
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
引
き
上
げ
を
抑
え
る
た

め
に
、
補
助
金
の
活
用
や
配
管
の

水
漏
を
防
止
し
有
水
率
向
上
の
手

立
て
を
求
め
ま
し
た
。

当
局
は
、「
新
水
道
事
業
ビ
ジ

ョ
ン
」
や
「
水
道
料
金
検
討
会

議
」
は
公
開
で
論
議
を
し
て
い
る

の
で
、
説
明
会
等
は
予
定
し
て
い

な
い
。
引
き
上
げ
を
抑
え
る
た
め

の
補
助
金
等
に
つ
い
て
国
に
働
き

掛
け
る
と
と
も
に
、
漏
水
防
止
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
体
制
の
確
保
に
努
力
す
る
と
の

回
答
で
し
た
。

私
は
、
監
査
委
員
か
ら
の
意
見

書
で
「
水
管
橋
崩
落
事
故
で
失
っ

た
の
は
、
金
銭
だ
け
で
な
い
こ
と

を
認
識
し
、
市
民
か
ら
の
信
頼
を

失
っ
た
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、

今
後
は
ど
の
よ
う
な
業
務
に
お
い

て
も
丁
寧
に
対
処
し
、
少
し
ず
つ

実
績
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
市

民
か
ら
の
信
頼
回
復
に
勤
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
記
述
さ
れ
た

こ
と
を
紹
介
し
、
説
明
会
開
催
も

含
め
市
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
求

め
る
と
と
も
に
、
負
担
軽
減
に
向

け
た
手
立
て
を
要
求
し
ま
し
た
。

今
年
度
開
か
れ
る
「
新
水
道
事

業
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
会
議
」
や
「
水

道
料
金
検
討
会
議
」
を
傍
聴
す
る

な
ど
、
住
民
が
必
要
な
情
報
か
ら

置
き
去
り
に
さ
れ
な
い
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

県
下
各
地
の
運
動
や
話
題
の
投
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
今
回
は

和
歌
山
市
で
、
水
管
橋
崩
落
事
故
か
ら
水
道
施
設
の
見
直
し
を
行
う
、

新
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
と
水
道
料
金
問
題
に
つ
い
て
で
す
。

安
心
・
安
全
な
水
道
行
政
は
、

　
　
　
市
民
に
支
え
ら
れ
て
こ
そ

県
下
各
地
か
ら
❹

南畑幸代さん

和
歌
山
市
市
会
議
員

南

畑

幸

代


